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柳
生
新
陰
流
「
十
兵
衛
杖
」
　
の
研
究

赤
羽
根
　
大
　
介

神
奈
川
歯
科
大
学
助
教
（
体
育
学
）

日
次

二
解
説

二
、
『
仕
込
杖
遣
様
目
録
』
　
〔
十
兵
衛
杖
〕

三
、
十
兵
衛
杖
・
春
風
飴
の
遣
い
方

打
太
刀
・
下
村
幸
裕

便
太
刀
・
赤
羽
根
大
介

四
、
『
中
村
保
身
仕
込
杖
遣
様
日
録
　
口
伝
秘
伝
書
』

一
、
解
説

「
十
兵
衛
杖
」
は
、
柳
生
十
兵
衛
が
柳
生
の
里
に
龍
っ
て
兵
法
研
鐙
に
明
け
暮
れ

た
際
、
「
無
刀
取
り
」
　
の
工
夫
の
過
程
で
考
案
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
江

戸
柳
生
家
で
は
「
十
兵
衛
杖
」
を
重
ん
じ
、
新
陰
流
の
極
意
を
得
た
も
の
で
あ
っ
て

も
、
僅
か
の
選
ば
れ
た
者
に
し
か
伝
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
寛
政
七
年
の
日
付
の
あ

る
伝
書
〔
後
述
〕
　
に
も
「
右
杖
は
柳
生
十
兵
衛
様
、
御
工
夫
に
て
、
殊
の
外
、
御
秘

蔵
の
事
ゆ
え
、
外
に
知
る
も
の
な
し
」
と
あ
る
。

柳
生
の
里
・
正
木
坂
道
場
元
師
範
で
江
戸
柳
生
の
研
究
家
で
あ
る
大
坪
指
方
は
、

江
戸
柳
生
家
は
将
軍
家
指
南
番
と
し
て
の
格
式
を
も
っ
て
、
藩
主
が
登
城
の
折
、
江

戸
城
の
玄
関
ま
で
十
兵
衛
杖
を
携
帯
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
と
話
さ
れ
て
い

る
。
（
鶴
山
晃
瑞
『
護
身
杖
道
』
成
美
堂
出
版
、
昭
和
五
十
八
年
）

ま
た
尾
張
柳
生
十
一
代
・
柳
生
厳
長
の
　
『
日
本
純
正
兵
法
卜
柳
生
流
』
　
（
昭
和
七

年
、
金
剛
館
発
行
）
　
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

江
戸
柳
生
氏
の
第
二
代
十
兵
衛
≡
厳
師
は
一
流
兵
法
剣
道
の
裏
と
し
て
新
陰
流

の
古
太
刀
の
極
意
か
ら
三
尺
八
寸
五
分
の
仕
込
杖
を
使
う
道
を
工
夫
発
顕
し
ま
し

た
。
新
陰
流
仕
込
杖
術
が
こ
れ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
新
陰
流
の
古
太
刀
九
箇
之
太
刀
や
、
天
狗
抄
や
、
三
学
円
之
太
刀
、
そ

の
他
の
極
意
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
大
に
こ
れ
を
秘
伝
し
て
、
師
は
大

和
国
柳
生
谷
に
隠
棲
し
て
僅
か
に
数
名
の
高
弟
に
限
っ
て
こ
れ
を
伝
え
た
の
で
あ

り
ま
す
。
大
正
四
年
ご
ろ
か
ら
老
師
父
〔
柳
生
厳
周
〕
と
私
が
時
々
や
ま
と
柳
生
村
の
祖

廟
を
参
詣
し
て
古
蹟
の
保
勝
方
法
な
ど
に
就
い
て
尽
心
す
る
様
に
な
っ
た
頃
か

ら
、
こ
の
三
厳
師
考
案
の
新
陰
流
仕
込
杖
術
を
師
の
秘
伝
書
に
よ
っ
て
研
究
す
る

様
に
な
り
、
江
戸
柳
生
氏
に
於
い
て
は
幕
末
僅
か
に
一
、
二
手
を
伝
え
る
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
を
我
れ
等
は
こ
の
頃
か
ら
全
部
の
正
伝
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出



来
て
今
日
こ
れ
を
顕
彰
し
て
屠
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
文
の
最
後
の
「
江
戸
柳
生
氏
に
於
い
て
は
幕
末
僅
か
に
二
　
二
手
を
伝
え
る

に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
い
う
厳
長
の
発
言
は
事
実
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
幕
藩
体
制

下
で
は
家
業
の
柳
生
新
陰
流
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
柳
生
藩
の
存
在
理
由
で
あ

り
、
柳
生
藩
で
特
に
重
ん
じ
て
い
た
十
兵
衛
杖
を
失
伝
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ

と
で
あ
る
。

一
万
石
の
大
名
で
あ
っ
た
江
戸
柳
生
家
の
本
領
は
奈
良
の
柳
生
で
あ
っ
た
が
、
将

軍
家
の
兵
法
指
南
役
で
あ
っ
た
た
め
に
、
柳
生
藩
は
参
勤
交
代
な
し
の
、
江
戸
に
常

駐
す
る
「
走
府
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
将
軍
の
お
膝
元
の
江
戸
詰
め
の
藩
士
と
、

柳
生
の
里
の
国
許
の
藩
士
と
の
間
に
は
自
然
と
対
立
す
る
雰
囲
気
が
生
じ
て
い
た
。

幕
末
の
混
乱
期
、
藩
主
・
俊
益
は
正
式
に
は
二
五
〇
年
ぶ
り
に
柳
生
に
戻
っ
た
。

こ
の
直
後
、
尊
王
か
援
夷
で
柳
生
の
里
の
藩
士
と
江
戸
詰
め
の
藩
士
が
争
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
紫
ち
り
め
ん
事
件
」
　
で
、
藩
主
に
従
っ
て
柳
生
入
り
し
た
江
戸
詰
め
の
藩

士
の
多
く
が
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
中
に
は
将
軍
家
師
範
と
し
て
の
藩
主
を
支

え
た
主
だ
っ
た
柳
生
流
の
遣
い
手
た
ち
が
含
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
後
も
俊
益
は
柳
生
の
里
で
家
業
の
新
陰
流
の
稽
古
を
続
け
た
。
杉
田

定
一
『
柳
生
六
百
年
史
』
　
に
は
柳
生
藩
の
家
老
を
務
め
た
小
山
田
三
郎
助
の
「
小
山

田
日
記
」
か
ら
明
治
三
年
の
柳
生
俊
益
〔
当
時
二
十
歳
〕
　
の
新
陰
流
の
稽
古
に
つ
い

て
「
こ
の
頃
、
毎
月
の
行
事
、
左
の
ご
と
し
」
と
し
て
次
の
記
事
を
引
用
し
て
い
る
。

〔
以
下
の
記
事
は
「
新
陰
流
を
哲
学
す
る
　
江
戸
柳
生
の
心
法
と
刀
法
」
　
（
神
奈
川
歯

科
大
学
紀
要
、
赤
羽
根
龍
夫
著
）
を
参
考
に
し
た
〕

三
ノ
日
　
　
御
家
流
奥
儀
稽
古

二
七
ノ
日
　
二
時
よ
り
五
時
ま
で
御
家
流
稽
古

四
九
ノ
日
　
二
時
よ
り
五
時
ま
で
御
家
流
稽
古

し
か
し
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
で
柳
生
藩
が
消
滅
し
、
便
益
は
東
京
に
戻
っ
て
い

っ
た
。
東
京
に
戻
っ
た
江
戸
柳
生
家
は
、
も
は
や
家
業
で
は
な
く
な
っ
た
柳
生
新
陰

流
に
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
幕
府
が
崩
壊

す
る
ま
で
は
柳
生
藩
は
伝
統
を
護
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
先
の
引
用
に
あ
る
「
大
正
四
年
ご
ろ
か
ら
老
師
父
　
〔
柳
生
厳
周
〕
と
私

が
時
々
や
ま
と
柳
生
村
の
祖
廟
を
参
詣
し
て
古
蹟
の
保
勝
方
法
な
ど
に
就
い
て
尽
心

す
る
様
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
こ
の
三
厳
師
考
案
の
新
陰
流
仕
込
杖
術
を
師
の
秘
伝
書

に
よ
っ
て
研
究
す
る
様
に
な
り
」
と
い
う
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
発
言
に

ょ
る
と
江
戸
の
柳
生
藩
だ
け
で
な
く
柳
生
の
里
で
も
少
な
く
と
も
十
兵
衛
杖
は
伝
え

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
厳
周
伝
「
十
兵
衛
杖
」
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
に
、
明
治
以
降
の
柳
生
の

里
の
新
陰
流
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

『
村
史
　
柳
生
の
里
』
　
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

維
新
後
も
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
　
頃
ま
で
は
柳
生
に
居
残
っ
て
い
た
旧
藩

士
、
中
村
二
角
に
つ
い
て
来
た
り
学
ぶ
も
の
多
く
、
い
ま
芳
徳
寺
に
残
存
す
る
起

請
文
に
つ
い
て
、
そ
の
地
名
を
拾
っ
て
見
る
と
、
南
部
、
帯
解
、
和
束
、
高
尾
、

坂
原
須
川
、
白
石
、
高
樋
、
神
殿
、
嘉
幡
、
荒
蒔
、
六
条
、
庵
治
、
安
堵
、
郡
山
、

桧
垣
、
遠
田
な
ど
、
ま
た
遠
く
播
磨
国
や
明
石
あ
た
り
に
も
及
ん
で
い
る
。
相
当

多
数
の
人
達
が
柳
生
に
来
て
、
練
磨
の
功
を
積
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

中
村
二
角
の
奈
良
移
住
に
よ
っ
て
、
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

中
村
二
角
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
二
月
、
柳
生
藩
主
・
俊
益
が
急
遽
、
6
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帰
国
し
た
際
に
、
俊
益
に
従
っ
て
柳
生
の
里
に
入
っ
て
お
り
、
幕
末
の
柳
生
藩
で
銃

隊
の
世
話
役
を
務
め
、
維
新
後
も
柳
生
の
里
に
留
ま
っ
て
新
陰
流
を
教
え
て
い
た
。

中
村
二
角
が
奈
良
に
移
住
し
た
の
は
明
治
十
六
年
で
あ
る
。

郷
土
史
家
で
江
戸
柳
生
研
究
者
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
杉
田
定
一
の
随
筆
『
明
治

の
柳
生
武
士
』
　
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

叔
父
の
貰
二
は
、
小
藩
な
が
ら
、
柳
生
流
で
名
高
い
柳
生
の
さ
と
に
生
ま
れ
た

の
で
、
か
っ
た
つ
な
、
伸
び
伸
び
と
し
た
気
象
で
、
仲
々
の
好
男
子
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）
　
そ
の
こ
ろ
の
日
本
は
、
若
さ
と
活
気
に
あ
ふ
れ
、
勢
い
に
満
ち
て
い
た

半
面
、
ま
だ
徳
川
時
代
の
名
残
が
各
所
に
の
こ
っ
て
お
り
、
柳
生
な
ど
で
は
旧
藩

士
の
中
村
二
角
や
杉
岡
政
房
な
ど
が
、
柳
生
新
陰
流
道
場
を
開
い
て
、
全
国
か
ら

集
ま
る
青
少
年
を
指
導
し
て
い
た
し
、
精
神
面
で
は
旧
藩
士
、
岡
村
達
が
盛
ん
に

儒
教
の
教
え
を
説
き
、
（
中
略
）
青
年
た
ち
の
心
の
支
柱
と
な
っ
て
い
た
。

柳
生
で
は
、
明
治
元
年
に
藩
主
の
後
継
者
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
が
あ
っ
た
り
し

て
、
有
能
有
為
の
人
材
が
、
多
く
舞
れ
た
た
め
、
旧
藩
の
伝
統
を
継
ぐ
、
こ
れ
ら

の
人
た
ち
が
、
い
わ
ゆ
る
人
材
づ
く
り
に
、
余
生
を
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

貫
二
叔
父
は
、
こ
う
し
た
尚
武
の
気
風
盛
ん
な
柳
生
の
さ
と
で
成
人
し
た
。
岡

村
達
に
漢
学
を
学
び
、
中
村
二
角
に
柳
生
新
陰
流
の
教
え
を
乞
う
た
。

中
村
二
角
が
奈
良
に
移
転
し
た
明
治
十
六
年
、
杉
田
の
叔
父
の
貫
二
は
一
歳
で
あ

る
の
で
、
少
年
の
頃
に
二
角
か
ら
新
陰
流
を
学
ん
だ
と
す
る
と
、
十
五
歳
と
し
て
明

治
三
十
年
で
あ
る
の
で
、
二
角
は
こ
の
頃
ま
で
は
奈
良
か
ら
柳
生
に
来
て
新
陰
流
を

教
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
中
村
二
角
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
二
、
中
村
保

身
仕
込
杖
遣
様
目
録
　
口
伝
秘
伝
書
」
　
の
前
書
に
「
八
歳
よ
り
三
十
二
歳
ま
で
に
新

陰
流
の
蕗
奥
に
通
じ
」
と
あ
る
の
で
、
三
十
二
歳
で
藩
主
に
随
行
し
て
江
戸
か
ら
柳

生
の
里
に
来
た
と
す
る
と
、
中
村
二
角
が
柳
生
の
里
に
住
ん
だ
期
間
は
三
十
二
歳
か
　
7
0

ら
四
十
八
歳
ご
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
〔
た
だ
し
三
十
二
歳
は
二
角
が
目
録
を
受

け
た
年
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
〕

一
方
、
尾
張
藩
最
後
の
兵
法
師
範
で
あ
っ
た
柳
生
厳
周
〔
四
十
歳
〕
　
は
、
廃
藩
置

県
後
も
江
戸
時
代
か
ら
続
く
敷
地
内
の
道
場
で
門
弟
の
指
導
を
続
け
、
明
治
十
八
年

六
月
に
分
家
の
柳
生
厳
広
と
共
に
柳
生
の
里
に
出
か
け
、
柳
生
新
陰
流
の
祖
・
石
舟

斎
宗
厳
が
祭
ら
れ
て
い
る
芳
徳
寺
で
奉
納
演
武
を
し
て
い
る
。

厳
長
〔
明
治
二
十
四
年
生
れ
〕
　
の
息
子
の
延
春
は
、
こ
の
時
、
厳
周
は
今
後
の
指

導
を
頼
ま
れ
た
が
断
っ
た
と
い
う
伝
聞
を
伝
え
て
い
る
。
明
治
十
八
年
と
い
う
と
柳

生
の
里
で
指
導
し
て
い
た
中
村
二
角
が
二
年
前
に
去
っ
た
後
な
の
で
、
代
わ
り
に
厳

周
に
柳
生
新
陰
流
の
指
導
を
頼
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
中
村
二
角
は
明
治
十
六
年
に
柳
生
の
里
を
去
っ
た
が
、
そ
の
後

も
柳
生
の
里
に
新
陰
流
を
教
え
に
来
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
杉
岡
政
房
は
柳
生
に
留

ま
っ
て
柳
生
流
を
教
え
た
こ
と
は
、
次
の
引
用
で
明
ら
か
で
あ
る
。

私
も
祖
父
が
親
友
の
杉
岡
政
房
翁
に
、
柳
生
流
修
業
の
指
導
を
頼
ん
で
く
れ
た

の
で
、
芳
徳
寺
の
本
堂
で
、
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
学
（
5
）
　
九
箇

（
9
）
　
天
狗
抄
（
5
）
と
、
い
わ
ゆ
る
「
型
」
十
九
本
を
教
え
ら
れ
、
あ
わ
せ
て

試
合
の
指
導
も
受
け
た
。
杉
岡
翁
、
こ
の
頃
七
十
余
歳
で
、
私
は
十
五
、
六
歳
で

あ
る
。柳

生
流
で
は
撃
ち
所
は
あ
ま
り
制
限
は
な
い
。
し
か
し
勢
法
で
は
小
手
を
撃
つ

の
を
、
や
か
ま
し
く
指
導
さ
れ
た
、
小
手
さ
え
斬
れ
れ
ば
、
先
方
の
攻
撃
力
が
な

く
な
る
し
、
あ
え
て
生
命
を
維
つ
に
は
当
ら
ぬ
と
い
う
考
え
で
あ
ろ
う
。

杉
田
定
一
の
年
齢
も
不
明
で
あ
る
が
、
大
正
三
年
に
病
癖
地
蔵
の
研
究
を
初
め
、
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没
し
た
の
は
昭
和
五
十
八
年
で
あ
る
の
で
、
仮
に
二
十
歳
で
研
究
を
始
め
た
と
す
る

と
、
明
治
二
十
八
年
頃
の
生
ま
れ
と
な
る
。
な
お
杉
田
は
大
正
十
四
年
八
月
に
江
戸

の
柳
生
家
を
訪
れ
て
江
戸
柳
生
文
書
の
整
理
を
し
、
二
五
一
点
に
及
ぶ
　
『
柳
生
子
爵

家
古
文
書
之
日
録
』
を
作
成
し
て
い
る
。

さ
て
著
者
の
父
　
〔
赤
羽
根
龍
夫
〕
　
が
柳
生
の
里
の
窪
田
武
道
具
店
の
老
主
人
か
ら

聞
い
た
話
で
は
、
芳
徳
寺
の
橋
本
走
芳
前
住
職
は
「
新
陰
流
、
特
に
江
戸
柳
生
を
習

う
の
だ
っ
た
ら
神
戸
金
七
の
と
こ
ろ
に
行
き
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
神
戸
金
七
は
誰
に
江
戸
柳
生
流
を
習
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
神
戸
の

生
年
は
明
治
二
十
七
年
で
あ
る
。

父
は
厳
周
伝
を
習
う
前
は
厳
周
の
高
弟
で
　
「
明
治
年
間
の
印
可
受
得
者
中
最
高
の

地
位
の
人
」
と
い
わ
れ
た
下
条
小
三
郎
の
弟
子
・
大
坪
指
方
の
伝
え
る
新
陰
流
を
鶴

山
晃
瑞
に
習
っ
て
い
た
。
鶴
山
は
、
「
下
条
伝
は
江
戸
柳
生
」
と
言
っ
て
お
り
、
だ

れ
が
下
条
に
江
戸
柳
生
を
教
え
た
か
研
究
し
て
ほ
し
い
と
父
に
依
頼
し
た
。
鶴
山
の

死
後
、
父
が
大
坪
指
方
の
御
子
息
に
会
い
、
そ
の
質
問
を
す
る
と
、
そ
れ
は
厳
周
先

生
で
す
と
明
言
さ
れ
た
。
た
だ
大
坪
指
方
は
「
心
法
は
江
戸
柳
生
、
刀
法
は
尾
張
柳

生
」
が
中
心
と
言
っ
た
だ
け
で
、
下
条
伝
の
技
を
江
戸
柳
生
で
あ
る
と
言
っ
た
こ
と

は
一
度
も
な
い
と
言
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
大
坪
伝
を
江
戸
柳
生
と
い
う
こ
と
は
誤
り

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
頃
は
既
に
、
父
と
著
者
は
名
古
屋
春
風
館
道
場
に
通
っ
て
お
り
、
道
場
に
厳

周
か
ら
習
っ
た
江
戸
柳
生
の
技
が
神
戸
金
七
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
今
度
は
、
尾
張
柳
生
宗
家
で
あ
る
厳
周
が
江
戸
柳
生
の
技
を
誰
に

習
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
た
。

し
か
し
神
戸
の
　
『
月
の
抄
と
尾
張
柳
生
』
　
に
は
江
戸
遣
い
と
尾
張
遣
い
の
比
較
が

詳
細
に
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
長
岡
房
成
の
　
『
刀
法
録
』
　
が
元
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
　
『
刀
法
録
』
を
解
読
し
て
い
く
過
程
で
、
『
刀
法
録
』
　
に
は
江
戸
柳
生
の
記

事
も
多
く
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
同
時
に
春
風
館
道
場
に
伝
え
ら
れ
た
官
本
武
蔵
の

円
明
流
の
調
査
・
研
究
を
続
け
た
が
、
『
刀
法
録
』
　
に
は
武
蔵
に
関
す
る
記
述
も
多

く
あ
り
、
ま
た
尾
張
柳
生
で
は
円
明
流
が
稽
古
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
う
し
て
江
戸
柳
生
も
尾
張
柳
生
の
中
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
と
い

う
確
信
を
持
つ
に
至
っ
た
次
第
で
あ
る
。
尾
張
柳
生
が
、
古
伝
に
近
い
遣
い
方
を
す

る
江
戸
柳
生
の
技
を
知
っ
て
い
る
の
は
当
然
と
言
え
る
。

た
だ
十
兵
衛
杖
も
尾
張
柳
生
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
は
、
軽
々
に
は
い
え
な

い
事
情
が
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
厳
長
の
『
日
本
純
正
兵
法
卜
柳
生
流
』
に
よ
る
と
、

大
正
四
年
頃
か
ら
厳
周
・
厳
長
親
子
は
江
戸
柳
生
で
は
「
幕
末
僅
か
に
一
、
二
手
を

伝
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
十
兵
衛
杖
を
「
師
の
秘
伝
書
に
よ
っ
て
研
究
す
る
様
に

な
り
、
我
れ
等
は
こ
の
頃
か
ら
全
部
の
正
伝
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
」
た
と

言
っ
て
い
る
。
幕
末
期
に
江
戸
詰
め
の
柳
生
武
士
の
間
で
十
兵
衛
杖
が
失
伝
し
て
い

た
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
し
て
も
、
大
正
四
年
の
柳
生
の
里
に
は
十
兵
衛
杖
が
失
伝

し
て
い
た
可
能
性
は
な
く
は
な
い
。
特
に
初
期
の
江
戸
柳
生
の
研
究
家
で
あ
り
、
尾

張
柳
生
と
も
親
交
の
あ
っ
た
杉
田
定
一
が
「
柳
生
厳
長
の
創
案
に
杖
術
が
あ
る
。
三

尺
八
寸
五
分
の
仕
込
杖
で
、
昔
、
柳
生
十
兵
衛
が
『
御
杖
』
と
し
て
遺
し
た
も
の
か

ら
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
」
　
（
『
い
ろ
は
柳
生
物
語
』
）
　
と
書
い
て
い
る
と
な
る
と
、

な
お
さ
ら
で
あ
る
。
や
は
り
厳
周
と
厳
長
が
「
十
兵
衛
杖
日
録
」
か
ら
復
元
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
点
を
考
察
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
文
献
が
名
古
屋
春
風
館
道
場
に
保

存
さ
れ
て
い
た
。
神
戸
金
七
は
柳
生
厳
周
に
深
く
信
頼
さ
れ
て
、
尾
張
柳
生
家
に
遺

さ
れ
た
文
書
の
こ
と
ご
と
く
を
書
き
写
す
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
全
て

春
風
館
道
場
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
神
戸
自
身
が
集
め
た
も
の
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
神
戸
文
書
の
中
に
　
『
柳
生
新
陰
流
勢
法
孝
　
夫
』
　
が
あ
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
江
戸
柳
生
の
文
献
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
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日
次
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

御
状
目
録

一
、
仕
込
杖
遣
様
目
録
〔
十
兵
衛
杖
〕

一

連

　

死

一

大

乱

一

小

手

し

ぼ

り

一

三

拍

子

一

高

　

乱

二
、
中
村
保
身
仕
込
杖
遣
様
目
録

口
伝
秘
伝
書

中
村
氏
保
身
杖
遣
様
目
録

三
学
　
九
箇
　
天
狗
抄

保
身
杖
帝
様

奥
三
本
二
具
足
　
打
物
　
二
人
懸

三
、
三
学
円
太
刀
　
児
玉
翁
聞
書
　
児
玉
与
一
、
天
由

（
内
容
は
柳
生
宗
在
の
門
弟
、
佐
野
嘉
内
の
　
『
新
秘
抄
』
と
ほ
と
ん
ど
同

文
で
あ
る
。

四
、
江
戸
柳
生
新
陰
流
児
玉
翁
聞

新
陰
流
地
　
初
心
稽
古
心
得
物
語
聞
書

「
四
、
江
戸
柳
生
新
陰
流
児
玉
翁
聞
書
」
は
、
初
心
者
が
柳
生
新
陰
流
の
稽
古
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
た
の
か
を
知
る
た
め
に
非
常
に
興
味
深
い
文
献
で
あ
り
現
在
研

究
中
で
あ
り
、
い
ず
れ
機
会
を
見
て
発
表
し
た
い
。

本
書
に
翻
刻
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
二
、
仕
込
杖
遣
様
目
録
」
と
「
二
、
中
村

保
身
仕
込
杖
遣
棟
日
録
　
口
伝
秘
伝
書
」
で
あ
る
。

「
一
、
仕
込
状
造
林
目
録
」
は
、
十
兵
衛
杖
で
あ
り
、
寛
政
七
年
十
月
十
二
日
、

荘
田
園
之
進
が
書
き
写
し
た
も
の
を
、
さ
ら
に
天
保
十
年
初
夏
に
牧
勝
恭
が
書
写
し

た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
に
は
神
戸
文
庫
と
は
別
の
写
し
が
あ
り
、
若
干
文
章
が

異
な
る
の
で
、
そ
の
部
分
は
　
〔
〕
内
に
示
し
て
お
い
た
。

ま
た
春
風
館
に
は
別
に
一
部
、
「
杖
術
　
十
兵
衛
三
厳
伝
」
と
表
題
さ
れ
た
神
戸

自
筆
の
文
書
が
あ
る
。
こ
れ
は
冒
頭
に
「
杖
掃
え
様
の
事
」
が
あ
り
、
次
に
「
杖
の

遣
り
方
」
、
最
後
は
　
「
仕
込
杖
遣
様
目
録
」
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
る
。杖

術
　
十
兵
衛
三
厳
伝

一
、
枚
掃
え
様
の
事

二
、
枚
の
遣
り
方

三
、
仕
込
杖
遣
様
日
録
　
〔
十
兵
衛
杖
〕

こ
の
「
一
、
枚
掃
え
様
の
事
」
は
「
中
村
保
身
仕
込
杖
遣
様
日
録
　
口
伝
秘
伝
書
」

の
中
に
あ
る
「
保
身
杖
搾
様
」
を
や
や
簡
略
に
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
章

で
あ
る
。「

三
、
仕
込
杖
遣
様
目
録
〔
十
兵
衛
杖
〕
」
は
　
『
柳
生
新
陰
流
勢
法
考
　
天
』
　
の

「
御
杖
日
録
」
　
の
「
仕
込
杖
遣
様
目
録
〔
十
兵
衛
杖
〕
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
た

だ
五
つ
の
勢
法
の
、
最
後
の
　
「
高
乱
」
を
除
い
た
も
の
に
、
砕
き
と
思
わ
れ
る
遣
い

方
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
こ
れ
ら
も
一
段
下
げ
て
加
え
て
お
い
た
。

「
中
村
保
身
仕
込
杖
遣
様
目
録
　
口
伝
秘
伝
書
」
は
「
八
歳
よ
り
三
十
二
歳
ま
で

に
新
陰
流
の
藩
奥
に
通
じ
」
　
（
序
）
　
た
中
村
二
角
が
、
廃
刀
令
で
帯
刀
す
る
こ
と
を

禁
じ
ら
れ
た
武
士
の
た
め
に
、
柳
生
新
陰
流
の
勢
法
を
刀
で
は
な
く
杖
で
遣
え
る
よ

う
に
工
夫
し
た
も
の
で
あ
る
。

八
歳
か
ら
江
戸
の
柳
生
道
場
で
稽
古
を
始
め
、
三
十
二
歳
で
新
陰
流
の
奥
義
に
達

し
た
二
角
は
、
藩
主
に
随
行
し
て
柳
生
の
里
に
や
っ
て
来
て
、
そ
の
ま
ま
柳
生
の
里

に
留
ま
っ
た
。
二
角
は
明
治
に
な
っ
て
も
全
国
か
ら
集
ま
る
修
行
者
に
新
陰
流
を
教
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え
た
が
、
四
年
の
廃
刀
令
を
契
機
と
し
て
、
新
陰
流
の
太
刀
勢
法
を
、
携
帯
を
許
さ

れ
な
く
な
っ
た
刀
の
代
わ
り
に
、
杖
で
の
遣
い
方
に
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
江
戸
で

新
陰
流
の
奥
義
に
達
し
て
い
た
二
角
は
、
十
兵
衛
杖
も
身
に
つ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
、

廃
刀
令
以
降
は
、
門
人
に
十
兵
衛
杖
も
教
え
た
に
違
い
な
い
。

そ
う
す
る
と
　
「
十
兵
衛
杖
」
　
の
ル
ー
ツ
に
関
し
て
三
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
な
お

春
風
館
に
十
兵
衛
杖
を
伝
え
た
神
戸
金
七
は
、
十
兵
衛
杖
は
厳
周
か
ら
習
っ
た
と
言

っ
て
い
る
。

一
、
尾
張
柳
生
の
中
に
「
十
兵
衛
杖
」
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
厳
周
が
神

戸
に
伝
え
た
。

二
、
江
戸
柳
生
で
は
失
伝
し
て
い
た
も
の
を
大
正
四
年
以
降
、
厳
周
と
厳
長
が

「
伝
書
」
か
ら
復
元
し
た
。

三
、
中
村
二
角
が
柳
生
の
里
で
伝
え
、
二
角
か
ら
相
伝
を
受
け
た
誰
か
か
ら
厳
周

が
習
っ
た
。

以
上
の
ど
れ
が
真
実
で
あ
る
か
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
神
戸
文
書
の
全

貌
が
明
ら
か
に
な
る
に
従
っ
て
真
実
の
姿
が
見
え
て
く
る
に
違
い
な
い
。

著
者
た
ち
は
、
神
戸
文
書
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
一
つ
の
使
命
と
し
て
い
る
が
、

も
う
一
つ
の
課
題
は
春
風
館
に
神
戸
が
伝
え
た
勢
法
を
習
練
し
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
一
応
の
勢
法
を
覚
え
、
著
書
と
し
て
文
章
化
し
、

ビ
デ
オ
で
映
像
化
し
た
。
し
か
し
稽
古
を
す
る
す
る
ほ
ど
奥
が
深
く
な
っ
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
も
「
朝
鍛
夕
錬
」
　
の
稽
古
を
通
じ
て
少
し
で
も
そ
の
真
実
の
姿
に
迫
り
た

い
と
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
伝
書
の
解
読
や
自
己
の

判
断
で
、
神
戸
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
勢
法
を
少
し
も
変
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
の
日
本
人
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
た
め
に
も
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

輸
入
さ
れ
た
身
体
操
作
に
影
響
さ
れ
て
い
な
い
江
戸
時
代
の
身
体
操
作
を
そ
の
ま
ま

伝
え
る
こ
と
が
私
た
ち
の
課
題
で
あ
る
。

た
だ
関
東
支
部
で
は
二
角
杖
の
、
伝
書
に
よ
る
復
元
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
は
明

治
に
な
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
文
章
が
比
較
的
容
易
で
、
そ
の
ま
ま
作

為
を
加
え
ず
新
陰
流
の
刀
法
に
よ
っ
て
復
元
す
る
こ
と
が
出
来
る
部
分
が
多
く
あ

る
。
こ
れ
は
厳
周
伝
を
厳
格
に
護
っ
て
い
る
我
々
の
い
わ
ゆ
る
　
「
遊
び
」
　
の
部
分
で

あ
り
、
こ
れ
を
以
て
中
村
二
角
の
遣
い
方
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
厳
に
戒
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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一
、
『
仕
込
杖
遣
様
日
録
』
　
〔
十
兵
衛
杖
〕

速

　

死

打
太
刀
　
太
刀
を
大
き
く
振
り
上
げ
て
便
太
刀
の
中
墨
を
上
よ
り
強
く
打
ち
か
け

る。

使
太
刀
　
そ
の
下
へ
左
足
を
踏
み
入
れ
、
打
太
刀
の
打
ち
下
す
太
刀
を
、
杖
の
中
頃

を
左
の
手
に
て
受
け
留
め
て
、
そ
の
ま
ま
打
太
刀
の
右
の
方
へ
外
し
か
け

て
、
左
の
肘
を
延
ば
し
、
打
太
刀
の
中
豊
〔
を
〕
外
さ
ぬ
よ
う
に
、
顔
に

て
も
咽
に
て
も
首
に
て
も
胸
に
て
も
突
く
な
り
。

と
か
く
中
豊
を
外
さ
ぬ
よ
う
に
心
得
べ
し
。

使
太
刀
　
は
じ
め
杖
を
右
手
に
つ
き
、
進
み
出
る
。

打
太
刀
　
下
段
に
て
進
み
、
水
月
に
い
た
り
真
っ
向
に
打
ち
き
た
る
。

大

　

乱

打
太
刀
　
振
り
上
げ
て
打
つ
。

使
太
刀
　
そ
の
打
つ
所
を
打
太
刀
の
右
の
方
へ
外
し
か
け
、
そ
の
打
太
刀
〔
の
太
刀
〕

を
受
け
流
し
て
、
打
太
刀
の
右
腕
首
を
打
つ
。

打
太
刀
　
打
た
れ
て
一
足
、
引
く
。

使
太
刀
　
そ
の
所
を
左
の
膝
を
折
り
敷
き
、
横
に
打
太
刀
の
左
の
足
を
打
つ
。

打
太
刀
　
右
の
足
を
開
き
、
振
り
上
げ
た
る
太
刀
を
打
ち
下
ろ
す
。

便
太
刀
　
そ
の
所
を
速
死
一
本
の
打
ち
留
め
の
如
く
受
け
留
め
、
打
太
刀
の
右
の
方

の
手
首
の
根
〔
他
書
は
「
首
の
根
」
〕
を
打
つ
な
り
。

使
太
刀
　
杖
を
左
手
に
つ
き
、
出
づ
。

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

頭
に
　
〔
打
ち
〕
　
き
た
る
。

順
に
受
け
流
し
て
逆
に
腕
首
を
打
つ
。

引
き
上
げ
る
。

〔
そ
の
〕
先
を
越
し
か
け
、
肩
よ
り
順
に
打
太
刀
の
足
を
、
折
り
敷
き

な
が
ら
打
つ
。

や
や
右
足
を
右
に
開
く
心
持
ち
を
以
て
頭
を
打
つ
。

足
を
立
て
替
え
、
速
死
一
本
の
如
く
受
け
止
め
手
首
を
打
ち
、
あ
る
い

は
押
し
落
し
突
く
も
の
と
す
。

小
手
し
ぼ
り

初
手
は
速
死
一
本
の
如
く
お
り
る
拳
を
と
め
る
か
し
ら
を

〔
こ
の
最
初
の
文
章
は
、
打
太
刀
、
使
太
刀
、
何
れ
の
動
作
か
不
明
で
あ
る
。
他

書
は
「
初
め
は
速
死
一
本
の
如
く
下
る
右
拳
を
留
め
る
。
留
め
る
か
し
ら
を
」
〕

打
太
刀
　
杖
の
先
を
左
の
手
に
て
取
る
。

便
太
刀
　
取
ら
れ
て
左
の
手
を
離
す
。

打
太
刀
　
上
へ
打
ち
き
た
る
。
〔
他
書
は
「
右
手
上
段
に
打
込
み
来
た
る
」
〕

使
太
刀
　
そ
の
杖
に
て
は
じ
き
上
げ
る
様
に
し
て
打
太
刀
の
右
の
袖
の
下
よ
り
後
ろ

へ
廻
り
て
入
り
込
み
、
そ
の
ま
ま
打
太
刀
の
右
の
手
首
を
取
る
　
〔
他
書
は

「
取
り
て
締
る
」
〕
　
な
り
。

使
太
刀
　
杖
を
右
手
に
提
げ
て
出
る
。

打
太
刀
　
上
よ
り
首
へ
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
杖
を
上
げ
て
受
け
ん
と
す
。
左
手
逆
に
持
ち
、
打
太
刀
の
太
刀
を
防
が

ん
と
す
る
。

打
太
刀
　
杖
の
先
を
左
手
に
持
ち
、
右
片
手
に
て
首
を
打
つ
。



75

使
太
刀

左
の
手
を
離
し
、
杖
に
て
は
じ
き
上
げ
る
様
に
し
て
打
太
刀
の
右
の
袖

の
下
よ
り
後
ろ
へ
廻
り
入
り
込
み
、
打
太
刀
の
手
首
を
取
り
、
杖
に
て

打
太
刀
の
肱
に
当
て
、
前
に
ひ
き
落
し
、
折
り
敷
き
、
打
太
刀
の
太
刀

を
も
ぎ
取
り
、
逆
に
打
太
刀
の
腕
を
足
に
て
ふ
み
捕
る
。

三
拍
子

便
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

一
刀
両
段
の
構
え
の
如
く
に
、
左
の
肩
を
見
せ
て
構
え
る
な
り
。

そ
の
肩
先
へ
切
り
懸
か
る
。

そ
の
切
り
懸
け
る
太
刀
を
下
よ
り
一
刀
両
段
の
如
く
打
ち
合
う
。

ま
た
右
の
足
を
後
へ
引
き
、
身
を
替
え
て
、
太
刀
を
振
り
上
げ
る
。

そ
の
処
を
右
の
足
を
踏
み
入
れ
、
打
太
刀
の
ア
バ
ラ
外
れ
を
突
く
。

突
か
れ
て
ま
た
身
を
替
え
て
上
よ
り
打
つ
。

そ
の
所
を
足
を
立
て
替
え
、
左
の
手
に
て
杖
の
中
頃
を
持
ち
、
受
け
納
む

る
な
り
。

一
刀
両
段
の
構
え
の
如
く
左
足
下
段
、
車
の
構
え
に
な
し
待
つ
。

来
た
り
て
肩
先
へ
切
り
か
か
る
。

そ
の
ま
ま
の
身
な
り
に
て
順
に
打
太
刀
の
拳
を
十
文
字
と
打
つ
。

右
足
を
大
い
に
後
へ
引
き
、
太
刀
を
振
り
上
げ
る
。

振
り
上
げ
る
所
を
右
足
を
踏
み
込
み
、
打
太
刀
の
ア
バ
ラ
外
れ
を
突
く
。

突
か
れ
て
身
を
替
え
て
上
よ
り
打
つ
。

杖
の
中
頃
を
取
り
受
け
お
き
む
る
な
り
。

高

　

乱

打
太
刀
　
太
刀
を
か
し
ら
　
（
頭
）
　
の
上
に
差
し
上
げ
て
、
中
豊
を
打
ち
か
く
る
。

便
太
刀
　
右
の
手
に
て
杖
の
端
を
持
ち
、
〔
他
書
は
「
左
の
手
に
て
杖
の
中
頃
を
持

ち
」
が
入
る
〕
　
上
よ
り
打
た
ば
、
受
け
る
心
持
を
も
っ
て
帯
の
通
り
に
さ

げ
か
か
る
な
り
〔
他
書
は
「
首
の
通
り
に
さ
し
か
か
る
な
り
」
〕
。

打
太
刀
　
そ
の
所
を
上
は
打
た
ず
し
て
左
の
膝
を
折
り
敷
い
て
使
太
刀
の
左
の
足
を

横
に
打
つ
。

使
太
刀
　
そ
の
所
を
右
の
足
を
開
き
、
当
た
ら
ざ
る
棟
に
杖
に
て
張
る
。

打
太
刀
　
太
刀
を
張
ら
れ
て
ま
た
打
つ
。

使
太
刀
　
打
つ
内
に
打
太
刀
の
左
の
方
へ
廻
り
か
け
て
右
の
足
を
踏
み
込
み
、
左
の

足
を
開
き
、
打
太
刀
の
手
首
の
板
を
　
〔
他
書
は
「
挙
に
て
も
首
に
て
も
」
〕

打
つ
な
り
。

右
、
張
る
事
、
随
分
さ
え
て
張
る
べ
し
。
張
っ
て
打
つ
ま
で
ゆ
と
り
な
き

様
に
遣
う
こ
と
専
一
な
り
。

右
五
ヶ
条
を
よ
く
鍛
錬
し
て
味
を
知
ら
ば
、
初
の
一
本
に
て
心
持
こ
も
れ
り
と
知

る
べ
し
。

右
杖
は

柳
生
十
兵
衛
様
御
工
夫
に
て
殊
の
外
御
秘
蔵
の
事
ゆ
え
外
に
知
る
者
こ
れ
な
し
。

柳
生
十
兵
衛
尉
菅
原
三
厳

寛
政
七
乙
卯
年
拾
月
給
弐
日荘
田
園
之
進

藤
原
常
芳
　
花
押

千
時
天
保
十
己
亥
年
初
夏
燈
下
之
を
書
く

牧

　

勝

恭

　

花

押
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主立』二十
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二
、
「
十
兵
衛
杖
」
演
武
　
〔
春
風
館
の
遣
い
方
〕

速
死
一
本
　
（
一
本
日
）
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速
死
一
本
　
（
一
本
目
）

使
・
は
じ
め
杖
を
右
手
に
つ
き
、
進
み
出
る
。

打
・
水
月
に
至
り
、
太
刀
を
大
き
く
振
り
上
げ
て
、
便
太

刀
の
頭
を
上
よ
り
強
く
打
ち
か
か
る
。

使
・
そ
の
下
へ
左
足
を
踏
み
入
れ
、
打
太
刀
の
打
ち
下
す

太
刀
を
、
杖
の
中
頃
を
左
の
手
に
持
っ
て
受
け
止
め

（
杖
は
左
下
が
り
）
、
そ
の
ま
ま
打
太
刀
の
右
の
方
へ

外
し
か
け
て
、
左
の
肘
を
延
ば
し
、
打
太
刀
の
中
墨

を
外
さ
ぬ
よ
う
に
、
顔
に
て
も
喉
に
て
も
胸
に
て
も

突
き
、
半
歩
、
勝
ち
詰
め
、
残
心
。
左
手
の
肘
を
伸

ば
す
こ
と
、
中
豊
を
外
さ
ぬ
こ
と
、
右
手
の
拳
が
腰

の
位
置
に
く
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
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大
　
乱
　
（
二
本
日
）

便
・
右
手
を
逆
に
し
て
　
（
親
指
が
下
）
杖
を
持
つ
。

打
・
水
月
に
至
り
太
刀
を
大
き
く
振
り
上
げ
て
、

使
太
刀
の
頭
を
上
よ
り
強
く
打
ち
か
か
る
。

僚
・
左
手
で
杖
の
先
端
を
道
に
持
ち
、
右
手
を
返
し
杖

を
大
き
く
廻
し
な
が
ら
打
太
刀
の
右
に
転
身
し
て

打
ち
を
外
し
、
右
足
を
折
り
敷
い
て
打
太
刀
の
膝

の
裏
を
打
つ
。
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打
・
便
太
刀
の
頭
を
打
っ
て
い
く
。

使
・
折
り
敷
い
た
ま
ま
一
本
目
の
如
く
受
け
留
め
、

億
・
立
ち
あ
が
り
な
が
ら
中
豊
を
突
く
。
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小
手
縛
り
（
三
本
目
）

便
・
右
手
に
状
を
つ
い
て
歩
み
行
く
。

打
・
水
月
に
至
り
、
太
刀
を
大
き
く
振
り
上
げ

て
、
使
太
刀
の
頭
を
上
よ
り
強
く
打
ち
か

か
ら
ん
と
す
る
。

便
・
左
手
で
杖
の
頭
を
手
前
に
引
い
て
、
杖
の

先
を
打
太
刀
の
顔
の
前
に
付
け
る
。

打
・
思
わ
ず
杖
の
先
を
左
の
手
に
て
取
り
、
右
片
手

上
段
か
ら
使
太
刀
の
左
側
頭
を
打
っ
て
い
く
。
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便
・
打
太
刀
の
右
斜
め
前
に
身
を
入
れ
な
が
ら

右
手
を
左
手
前
に
突
き
上
げ
る
よ
う
に
し

て
打
ち
を
外
し
、

使
・
左
手
で
打
太
刀
の
右
手
首
を
持
っ
て
打
太
刀

の
右
後
ろ
脇
へ
体
を
転
じ
な
が
ら
、
右
手
を

回
し
て
打
太
刀
を
う
つ
伏
せ
に
押
し
倒
す
。
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震∴＿鳥

三
拍
子
　
（
四
本
日
）

便
・
車
に
構
え
左
の
肩
を
見
せ
る
。

打
・
そ
の
肩
先
へ
切
り
か
け
る
。

億
・
杖
を
大
き
く
右
肩
上
で
廻
し
「
斬
釘
裁
鉄
」

打
ち
で
右
膝
通
り
に
打
太
刀
の
右
腕
を
打
つ
。

高
　
乱
　
（
五
本
日
）

使
・
杖
を
右
手
に
提
げ
る
。

打
・
便
太
刀
の
左
膝
を
打
っ
て
い
く
。
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便
・
左
の
手
に
て
杖
の
中
頃
を
持
ち
、
右
手
で

杖
の
橋
を
持
ち
、
左
手
前
に
杖
を
突
き
下

ろ
し
て
打
太
刀
の
打
ち
を
受
け
る
。

打
・
太
刀
を
上
段
に
構
え
な
が
ら
下
が
る
。
便
・

そ
の
と
こ
ろ
を
杖
を
右
肩
上
に
取
り
上
げ
、

右
足
を
踏
み
込
ん
で
左
腕
を
打
つ
。

I

■

・

十

J

＿

．　ふ′†

（　－、功一ト
・
」
．
1
浅
．
き
裏
リ
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三
、
中
村
氏
保
身
杖
遣
い
様
目
録

明
治
十
六
枚
秋
九
月
上
院
　
　
　
四
代
目
　
中
村
二
角

○
　
〔
「
前
文
」
お
よ
び
欄
外
に
書
か
れ
た
口
伝
と
思
わ
れ
る
説
明
文
、
「
天
狗
抄
」
五

本
の
次
の
　
「
奥
三
本
」
は
除
い
た
〕

一
刀
両
段

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

下
段
に
て
脇
構
え
、
待
つ
。

こ
れ
を
見
て
急
に
飛
び
掛
か
り
、
億
太
刀
の
左
の
肩
を
打
つ
。

そ
れ
に
従
い
右
の
足
を
踏
み
込
み
左
の
足
を
後
へ
引
き
、
車
は
ま
わ
る
理

を
以
て
、
杖
を
巻
き
掛
け
て
、
打
太
刀
の
腕
首
を
打
ち
、
飛
び
の
く
。
是

一本。

斬
釘
裁
鉄

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

杖
を
左
手
に
提
げ
、
そ
ろ
そ
ろ
と
出
る
。

こ
れ
を
見
て
、
使
太
刀
の
右
の
肩
を
目
が
け
て
急
に
打
ち
掛
か
る
。

こ
れ
を
よ
く
見
す
ま
し
右
の
足
を
前
へ
出
し
、
左
の
足
を
後
へ
引
き
、
杖

に
て
請
け
留
め
、
打
太
刀
の
右
の
方
へ
さ
け
、
杖
を
巻
き
掛
け
打
太
刀
の

腕
首
を
打
っ
て
飛
び
の
く
な
り
。
是
一
本
。

半
開
半
向

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

左
の
手
に
て
杖
を
持
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
と
出
る
。

こ
れ
を
見
掛
け
て
使
太
刀
の
杖
を
持
ち
た
る
腕
を
横
に
切
る
。

杖
に
て
チ
ヨ
と
打
太
刀
の
太
刀
を
お
さ
え
、
す
ぐ
に
右
足
を
右
へ
開
き
左

の
足
を
後
へ
引
き
、
敵
の
腕
首
　
〔
を
〕
　
打
つ
。
是
一
本
。

右
旋
左
転

使
太
刀
　
右
の
足
を
前
へ
出
し
、
左
の
足
を
後
へ
引
き
、
手
を
も
じ
り
構
え
待
つ
。

打
太
刀
　
こ
の
構
え
を
見
て
、
使
太
刀
の
右
の
肩
を
切
る
。

使
太
刀
　
す
ぐ
に
串
の
太
刀
に
て
身
を
立
て
替
え
打
太
刀
の
腕
首
を
打
つ
。
是
一
本
。

長
短
一
味

互
い
に
右
旋
左
転
の
場
を
去
ら
ず
、

僚
太
刀
一
刀
両
段
の
構
え
に
て
待
つ
。

打
太
刀
　
こ
れ
を
見
て
、
一
足
、
後
へ
引
き
、
太
刀
を
振
り
上
げ
、
右
足
を
踏
み
込

み
、
便
太
刀
の
頭
を
打
た
ん
と
す
る
。

使
太
刀
　
そ
の
処
を
足
を
入
れ
か
え
打
太
刀
の
あ
ば
ら
を
払
い
、
す
ぐ
に
杖
を
反
し

待つ。

打
太
刀
　
益
々
怒
り
、
使
太
刀
の
頭
を
打
つ
。

便
太
刀
　
杖
〔
の
〕
中
頃
に
て
請
け
留
め
、
打
太
刀
の
右
の
方
へ
さ
け
て
打
ち
、
飛

び
な
く
な
り
。
是
一
本
。

奥
に
は
九
ヶ
条
、
天
狗
抄
、
色
々
お
も
し
ろ
き
遣
い
様
も
こ
れ
あ
り
と
い
え
ど
も
、

別
に
心
持
ち
替
わ
ら
ざ
る
事
に
て
、
敵
、
色
々
に
仕
掛
け
て
打
つ
と
も
、
お
お
か
た

は
、
こ
の
五
ヶ
条
に
か
ざ
る
。
能
々
心
持
ち
肝
要
な
り
。

右
五
ヶ
条
、
先
免
と
し
、
こ
の
五
箇
に
て
半
年
ほ
ど
修
行
い
た
さ
せ
、
上
達
見
た

だ
し
、
そ
の
上
、
九
筒
の
遣
い
方
免
ず
こ
と
。



九
簡
必
勝
使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

杖
を
腰
に
か
か
え
、
そ
ろ
そ
ろ
と
出
る
。

急
に
掛
か
り
て
、
か
み
　
（
上
）
　
よ
り
打
太
刀
の
頭
を
打
つ
。

打
太
刀
よ
り
打
つ
太
刀
を
能
々
見
す
ま
し
、
腰
に
か
か
え
る
杖
を
右
の
手
、

片
手
に
て
杖
を
逆
に
廻
わ
し
受
け
留
め
、
受
け
る
時
は
、
左
の
手
、
持
ち

そ
え
受
け
〔
る
。
受
け
〕
　
る
時
は
打
太
刀
の
右
へ
ま
わ
り
て
杖
を
ま
き
か

け
て
、
打
太
刀
の
腕
首
を
打
つ
。
是
一
本
。
〔
文
章
に
混
乱
が
あ
る
〕

和

卜
打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

青
眼
の
中
段
に
て
構
え
、
待
つ
。

右
の
手
に
杖
を
持
ち
、
す
ら
す
ら
と
出
で
、
打
太
刀
の
三
寸
へ
色
を
仕
掛

け
、
左
足
は
前
、
右
足
を
後
に
お
き
、
さ
げ
待
つ
。

使
太
刀
の
頭
へ
打
ち
込
む
。

能
々
見
て
、
打
太
刀
、
か
み
よ
り
ふ
り
上
げ
頭
を
打
た
ん
と
す
る
処
を
、

杖
を
左
の
手
に
て
中
ほ
ど
持
ち
そ
え
、
打
太
刀
の
両
手
〔
の
〕
あ
い
だ
を

受
け
上
げ
、
打
太
刀
の
顔
を
杖
に
て
突
く
な
り
。
是
一
本
。

打
太
刀

便
太
刀

十
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

中
段
の
青
岸
に
構
え
て
待
つ
。

杖
を
右
の
肩
に
か
た
げ
、
左
の
肩
を
敵
の
拳
に
く
ら
べ
、
序
の
心
を
持
っ

て
出
て
、
右
の
足
を
打
太
刀
の
左
へ
開
き
、
打
太
刀
の
三
寸
、
左
の
拳
を

掛
け
横
に
な
ぐ
り
て
、
す
ぐ
に
左
車
に
構
え
待
つ
。

な
ぐ
ら
れ
一
足
引
き
、
ま
た
使
太
刀
の
右
の
肩
を
打
つ
。

す
ぐ
に
飛
び
違
い
、
打
太
刀
の
右
腕
首
を
打
つ
。
是
一
本
。

し
ょ
・
つ
け
い

捷
径
打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

上
段
の
右
構
え
に
て
待
つ
。

左
手
に
杖
を
提
げ
、
す
ら
す
ら
と
出
る
。

こ
れ
を
見
て
、
中
筋
通
り
に
打
ち
お
ろ
す
。

右
足
を
踏
み
込
み
、
右
の
手
を
、
杖
を
持
ち
そ
え
受
け
留
め
、
す
ぐ
に
打

太
刀
の
左
へ
ま
わ
り
顔
を
突
く
な
り
。
是
一
本
。

一
刀
両
段
の
構
え
に
て
左
の
揃
を
見
せ
、
待
つ
。

こ
れ
を
見
て
、
そ
の
揃
を
打
た
ん
と
す
。

左
手
を
す
か
し
て
下
よ
り
杖
を
横
に
て
打
太
刀
の
太
刀
中
を
は
ら
い
、
こ

の
時
、
使
太
刀
は
打
太
刀
の
右
の
方
へ
飛
び
違
い
、
左
の
足
を
つ
き
右
の

足
を
た
て
く
わ
っ
し
て
　
〔
「
合
っ
し
て
」
か
〕
杖
を
か
え
し
て
左
手
持
ち

そ
え
、
打
太
刀
の
あ
ば
ら
を
打
つ
。
是
一
本
。

小
話
打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

下
段
の
青
眼
に
構
え
る
。

打
太
刀
の
右
方
へ
斜
に
て
進
み
見
れ
ど
も
、
打
太
刀
だ
さ
す
〔
「
出
さ
ず
」

か
〕
故
に
、
ま
た
真
向
き
に
そ
ろ
そ
ろ
と
進
む
。

こ
れ
を
見
て
、
使
太
刀
の
進
む
右
足
を
、
た
い
　
〔
体
〕
　
を
崩
さ
ず
、
そ
の

ま
ま
切
る
。

す
ぐ
に
右
の
足
あ
と
へ
引
き
、
左
の
足
を
前
〔
に
〕
　
お
き
、
杖
を
立
て
受

け
留
め
、
巻
き
か
し
て
打
太
刀
の
腕
首
を
打
つ
。
こ
の
時
、
巻
き
か
け
る

時
は
、
足
を
入
れ
替
え
、
打
太
刀
の
左
方
へ
さ
け
て
打
つ
。
是
一
本
。
　
8
5



便　打　使　明

太　太　太　身

刀　刀　刀

大
詰
打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

八
重
垣

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

一
文
字
の
中
段
に
て
一
拍
子
に
て
使
太
刀
の
左
の
肩
を
切
る
。

杖
を
右
手
に
て
持
ち
、
打
太
刀
の
掛
か
る
を
能
々
見
て
、
左
手
を
持
ち
添

え
受
け
流
し
に
左
巻
か
け
て
、
打
太
刀
の
左
へ
ま
わ
り
て
左
拳
を
打
つ
。

打
た
れ
て
継
ぎ
足
に
て
使
太
刀
の
眼
の
あ
た
り
を
突
く
。

後
へ
飛
び
さ
り
、
杖
を
上
へ
と
っ
て
引
い
て
、
突
く
太
刀
を
杖
に
て
は
ら

い
落
す
な
り
。
是
一
本
。

こ
の
遣
い
様
は
村
雲
の
序
を
踏
む
。
口
伝
は
多
し
。
杖
の
内
に
て
は
難
し
き
遣
い
　
8
6

万
な
り
。
能
々
心
得
、
肝
要
な
り
。

以
上
、
九
筒
、
中
杖
終

こ
れ
よ
り
奥
免
、
誓
紙
血
判
に
て
差
免
の
事

杖
を
横
に
持
ち
、
手
を
も
じ
り
て
待
つ
。

こ
れ
を
見
て
左
巻
か
け
に
て
便
太
刀
の
肩
を
切
る
。

能
々
み
す
ま
し
、
体
は
そ
の
ま
ま
に
て
受
け
留
め
、
杖
を
左
巻
か
け
に
て
、

右
足
を
打
太
刀
の
左
の
方
へ
踏
み
込
み
、
左
足
を
後
へ
引
き
、
打
太
刀
の

腕
首
を
打
つ
。
是
一
本
。

天
狗
抄

花
車
使
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

一
文
字
の
中
段
に
て
太
刀
を
あ
げ
打
た
ん
と
す
。

下
段
の
左
構
え
に
て
杖
を
し
ご
き
、
こ
れ
を
も
じ
り
、
ち
ど
り
に
ふ
ん
で

敵
の
右
の
あ
ば
ら
を
又
き
ん
へ
そ
〔
金
・
臍
か
〕
あ
ま
わ
り
〔
意
味
不
明
〕

を
実
か
ん
と
す
れ
ど
も
、

こ
れ
見
て
中
段
に
て
序
を
切
る
。

切
る
故
に
せ
ん
か
た
な
く
杖
の
先
を
地
に
付
け
、
左
構
え
に
て
待
つ
。

こ
れ
を
見
て
、
便
太
刀
の
頭
を
兄
が
け
て
上
よ
り
打
つ
。

そ
れ
に
従
い
、
杖
を
か
え
し
受
け
留
め
、
左
足
を
打
太
刀
〔
の
〕
右
の
方

へ
踏
み
込
み
、
右
足
後
へ
な
し
て
打
太
刀
の
腕
首
を
打
つ
。
こ
れ
一
本
。

立
ち
入
字
〔
意
味
不
明
〕
　
に
て
杖
を
両
手
に
持
ち
ま
き
つ
た
て
に
　
〔
意
味

不
明
〕
杖
を
立
て
、
脇
構
え
に
て
待
つ
。

こ
れ
を
見
て
、
使
太
刀
の
左
の
肩
を
上
よ
り
打
つ
。

そ
れ
に
従
い
、
左
の
足
を
少
し
前
へ
出
し
、
右
足
を
あ
と
へ
引
き
、
打
太

刀
の
拳
を
打
ち
、
そ
の
ま
ま
手
を
高
く
上
げ
見
せ
て
、
後
へ
後
へ
飛
び
の

く
な
り
。

す
か
さ
ず
使
太
刀
の
拳
を
切
ら
ん
と
詰
め
来
る
。

へ
た
り
と
打
太
刀
の
右
へ
さ
け
な
が
ら
、
く
わ
っ
し
て
打
太
刀
の
向
う
つ

ね
を
片
手
に
て
打
ち
、
す
ぐ
に
杖
を
か
え
し
て
打
太
刀
の
あ
ば
ら
を
つ
く

な
り
。
是
一
本
。

杖
を
右
手
に
提
げ
、
す
ら
す
ら
と
出
る
。

こ
れ
を
見
て
、
便
太
刀
〔
の
〕
左
手
越
し
か
け
て
横
に
打
つ
。

杖
を
左
手
を
持
ち
そ
え
、
〔
打
太
刀
の
太
刀
を
〕
受
け
な
が
し
て
左
巻
き

に
て
打
太
刀
の
左
へ
廻
わ
り
、
腕
首
を
打
っ
て
飛
び
の
く
な
り
。
是
一
本
。
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善
待
便
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

杖
を
左
手
に
提
げ
、
出
る
。

杖
を
提
げ
た
る
手
を
切
り
落
さ
ん
と
横
に
切
る
。

右
の
手
を
杖
を
持
ち
添
え
、
左
足
あ
と
へ
引
き
、
打
太
刀
の
太
刀
先
を
杖

に
て
少
し
横
に
う
け
、
す
ぐ
に
打
太
刀
の
柄
中
、
杖
の
先
に
押
さ
え
、
打

太
刀
の
き
ん
へ
そ
　
〔
金
的
・
臍
か
〕
　
の
あ
た
り
を
突
く
な
り
。
是
一
本
。

手
引
使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

場
　
を
深
く
取
り
越
す
故
に
、
あ
と
へ
飛
び
の
い
て
、
く
つ
わ
し
て
　
〔
意

味
不
明
〕
待
つ
。

す
か
さ
ず
つ
け
込
み
て
、
使
太
刀
の
真
向
き
へ
打
っ
て
掛
か
る
。

杖
を
か
え
し
、
く
つ
わ
し
な
が
ら
受
け
留
め
、
打
太
刀
の
右
の
方
へ
さ
け

て
首
を
打
つ
な
り
。
是
一
本
。

少
し
も
ゆ
と
う
り
な
く
一
拍
子
に
て
太
刀
を
巻
掛
け
打
ち
来
た
る
。

杖
を
右
手
に
提
げ
、
一
重
身
に
構
え
、
左
手
を
持
ち
そ
え
、
打
太
刀
巻
き

か
け
あ
た
る
処
を
下
よ
り
杖
に
て
は
ね
上
げ
、
敵
の
左
へ
飛
び
の
き
、
す

ぐ
に
片
手
、
杖
に
て
敵
の
こ
む
ら
を
、
く
わ
し
て
打
っ
て
飛
び
の
く
な
り
。

是
一
本
。

天
狗
抄
　
終

右
遣
い
様
は
心
苦
　
〔
一
字
不
明
〕
苦
に
て
の
工
夫
な
れ
ば
、
世
に
遣
い
方
こ

れ
な
き
故
、
大
切
の
遣
い
方
な
れ
ば
、
他
見
仕
り
間
敷
き
事
。

中
村
四
代
目
二
角
、
遣
い
様
工
夫
に
付
き
、
子
孫
末
々
至
る
ま
で
こ
の
遣
い
棟
、

相
続
す
べ
く
様
、
口
伝
切
り
く
み
相
認
め
置
く
も
の
な
り
。
能
々
稽
古
致
す
べ
き

事。
保
身
杖
掃
え
様
、
左
に

一
、
ス
タ
リ
と
申
す
鉄
　
〔
「
南
蛮
鉄
を
」
神
戸
本
〕
、
鍛
治
に
能
々
鍛
え
さ
せ
、
巾
三

分
・
厚
み
一
分
に
し
て
、
三
本
鍛
え
さ
せ
、
長
さ
四
尺
定
法
な
れ
ど
も
、
そ
れ

我
が
た
け
丈
〔
そ
の
人
の
身
長
〕
　
に
ほ
う
し
て
　
〔
合
わ
せ
〕
為
す
べ
く
事
。
四

尺
以
上
も
悪
し
き
。
我
が
杖
に
つ
き
て
、
よ
き
ご
ろ
に
尺
打
た
せ
　
〔
す
〕
　
べ
き

事。右
鉄
、
俗
に
云
う
、
則
ち
ナ
ン
バ
ン
鉄
と
申
す
事
に
候
。
こ
の
鍛
え
　
〔
た
る
〕

鉄
、
角
三
角
に
合
わ
せ
、
そ
の
間
へ
竹
を
入
れ
、
膠
を
付
け
、
合
わ
せ
る
な
り
。

そ
の
上
、
麻
芋
に
て
固
く
巻
き
、
あ
き
□
　
〓
字
不
明
〕
　
〔
「
隙
間
な
き
よ
う
」

神
戸
本
〕
　
巻
き
か
た
め
、
そ
の
上
に
し
ぶ
　
〔
渋
〕
　
を
二
三
べ
ん
も
つ
け
、
乾
か

す
べ
し
。
そ
の
上
、
能
き
ご
ろ
に
麻
芋
に
て
固
く
ひ
ね
り
、
千
段
巻
に
て
巻
き

て
、
ま
た
渋
に
て
能
々
か
た
め
、
そ
の
上
漆
を
掛
け
て
用
い
る
な
り
。

色
は
そ
の
人
々
に
有
り
〔
「
好
み
に
ま
か
す
」
神
戸
本
〕
、
定
法
は
黒
か
音
質
の

事
に
て
候
。
右
色
は
目
立
た
ず
し
て
宜
敷
な
り
。

一
、
竹
は
孟
宗
竹
に
て
相
用
い
、
〔
「
用
う
る
事
」
神
戸
本
〕

右
、
保
身
仕
込
み
杖
、
師
は
南
都
高
畑
町
丹
坂
伊
予
、
杖
師
に
て
候
事
。

右
、
保
身
仕
込
み
杖
、
他
国
他
村
に
は
こ
れ
無
き
に
付
き
、
大
切
の
杖
に
て
、

仕
た
て
棟
、
他
見
他
言
仕
り
間
敷
く
候
事
。
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「
杖
の
遣
り
方
」
　
〔
神
戸
文
書
〕

三
厳
〔
柳
生
十
兵
衛
〕
師
は
当
時
、
奈
良
の
神
職
二
一
坂
伊
予
に
依
頼
し
て
独
特

な
る
杖
を
造
る
。
そ
れ
は
み
か
ん
蜜
柑
わ
り
割
に
鍛
え
た
る
鉄
鋼
三
本
と
、
同
じ
く

蜜
柑
割
り
に
な
し
た
る
孟
宗
竹
三
本
を
交
互
に
合
わ
せ
、
そ
の
上
を
芋
で
グ
ル
グ
ル

巻
き
に
結
束
し
、
櫓
の
半
紙
を
以
て
渋
張
り
に
し
、
な
お
そ
の
上
を
半
紙
の
コ
ヨ
リ

で
千
段
巻
に
し
て
、
そ
の
上
を
漆
塗
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔注〕
柳
生
厳
長
『
日
本
純
正
兵
法
卜
柳
生
流
』
　
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

「
古
来
、
柳
生
藩
で
は
一
般
に
こ
れ
を
御
杖
と
敬
称
し
て
、
藩
主
の
代
替
わ
り
の

節
は
必
ず
一
本
宛
調
製
し
、
こ
れ
に
依
っ
て
二
阪
家
は
年
々
柳
生
家
か
ら
三
人
扶

持
の
給
与
を
受
け
て
い
た
。
」


